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１．研究計画の概要 

本研究は、湖沼生態系の変動を探り、大

規模環境変動の影響評価について研究す

るものである。以下の項目について解析す

る。 
(1)微生物相：南極の約 60 湖沼から採取さ

れた微小プランクトン、底質、湖底堆積物

中に生息する微生物相を、分子分類・系統

学的手法により明らかにする。 
(2)生物相と地史的変遷：湖底堆積物の解

析によって、湖沼生物相がどのような地史

的変遷をたどってきたのか、また、今日の

湖沼生物相は過去の環境変動にどのよう

に応答してきたのかを明らかにし、今後の

変動予測を試みる。 
(3)湖沼の環境と物質循環過程：湖水の物

理・化学的性質を分析し、これに生物相デ

ータを加えることで物質循環過程を明ら

かにする。12 年間のデータ比較から、湖

沼環境の変動を検出する。 
(4)モニタリング体制の確立：今後の変動

を監視するモニタリング手法・体制を確立

する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)湖沼の基礎的な物理・化学的データの分析

は順調に進行し、データレポートとして公開

に至っている。越冬期間中を含め、通年での

詳細な環境データが蓄積されており、南極湖

沼としては極めて重要なデータセットとな

る。今後は冊子体だけでなく、インターネッ

トを利用した広範な情報公開体制を整えて

ゆく予定である。 
(2)生物多様性解析は、コケ植物、藻類、バク

テリア、微小動物のそれぞれで進行中であり、

論文発表が進んでいる。微小動物での解析に

ついては遅れ気味であり、今後研究体制を含

めて再検討し、最終年度での推進を期待した

い。またコケ植物については、南極植物相の

起源と構成に関する従来の定説を覆す結果

が得られつつあり、最終年度での論文発表を

目指して研究が進められている。 
(3)湖沼堆積物分析は順調に進行し、主要湖沼

での解析が終了するとともに、この地域の地

史に関する総合的なデータがそろってきた。

一方で、環境変動に対応する将来予測に関す

る研究については、各分野のデータの集積を

待って、最終年度での解析を推進する。 
(4)湖沼の物質循環過程に関わる研究は、南極

観測事業というシステムの特性もあって取

りかかりが遅れたが、今年出発する第 51 次

日本南極地域観測隊夏隊での集中観測体制

が確立した。最終年度でのとりまとめは難し

いが、よりよいデータ取得に向けて、強力に

支援を実施する予定である。 
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③やや遅れている 
 将来予測をのぞき、解析作業はそれぞれほ

ぼ順調に進行中であるが、論文発表が遅れ気

味である。 
 
４．今後の研究の推進方策 

最終年度を迎え、最終的な詰めのデータ取

得に努めるとともに、これまでに蓄積された

データの論文化を強力に推進する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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